（様式１―１）

※登録番号No. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※受付No　　　　　　
日本航空医療学会評議員審査申請書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　202◯年　◯月　◯日
一般社団法人 日本航空医療学会
　　　理事長　猪口　貞樹　殿
日本航空医療学会評議員となるための審査を申請します。
　　　フ　リ　ガ　ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
申請者氏名（自署）　　　　　　　　　　　　　　　　　
生年月日　　◯◯◯◯年　◯◯月　◯◯日（年齢　◯◯歳）
現勤務施設名：　　　　　　　　　
（所属名；　　　　　　　　　　、役職；　　　　）
勤務施設住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（TＥＬ：　　　　　　　　　　）
申請者現住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（ＴＥＬ：　　　　　　　　　）

日本航空医療学会における学会歴
　◯◯◯◯年　◯◯月　　　　　　日本航空医療学会に入会

　　（会員番号：　　　　　　　　）　　　　　　　※会費完納確認:　　　　　　　　　　　
（日本航空医療学会認定指導者 認定番号：　　　　　　　　　）
※の部分は記入しないでください。
（様式１―２）

資　格（○医師、看護師、救急救命士、操縦士、航空整備士、運航管理士など）
資格の正式名称；　　　　　　　　　　　　　　　　（免許状等）

資格取得年月日；　◯◯◯◯年　◯◯月　◯◯日　　免許番号；　　　　　　　　
職　歴

	（　年　月）

	


【現評議員は、推薦人は不要です】
推　薦　人　（本学会評議員に限る）
上記のものを日本航空医療学会評議員として推薦します。

推薦者氏名（自署）：　　　　　　　　　　　　　　　　
（推薦者所属：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

《　評議員審査申請書作成上の注意事項　》
1.申請書の記載は、原則ワープロソフト等で作成して、それを申請書に転載すること。
　ただし、手書きでも、清書されている場合には、受理を考慮する。なお、申請者・推薦者の署名は自著（手書き自筆）とする。
2.航空会社等で役職交代の申請の場合には、その旨を最後のその他の業績に明記する。

3.申請書類の提出期限内の消印を有効とする。
4.申請書の「年月日」は西暦で記載する。

5.勤務施設について

(１)医療・消防関係者はそれぞれの勤務施設名を記載する。

(２)運航関係者で医療施設に勤務している申請者については、その医療施設名を記載する。

(３)その他の申請者は現在の勤務施設名を記載する。

6.日本航空医療学会認定指導者番号を持っていれば記載する。
7.職歴の最初には、最終学歴を記載する。職歴は、主なものを可能な限り詳細に記載して、途中を省略しないこと。
8.最近５年間に3回以上、日本航空医療学会総会に参加していることを必須とする。
（なお、総会参加を証明する資料として、参加証のコピー等を提出すること。）
9.業績について
(1)研究発表は、最近5年間（2019年4月～2024年3月）に1回以上を必須とする。
(1)−(イ)については、司会、座長、特別発言も可とする。
(1)―(ロ)については、航空医療に関連する発表のみ可として、筆頭と共同発表者のみ可とする。
(2)論文※は、最近10年間（2014年4月～2024年3月）に1本以上を必須とする。
筆頭及び共同著者を可とする。
(2)―(ロ)については、航空医療に関連する論文のみ可とする。
※医師以外（看護師、運航会社関係者等）は必須ではないが1本提出することが望ましい
また、それぞれの業績については、審査申請書とともに次の各項の資料を提出する。
(1)の業績については､次のとおりとする。
　①　論文形式によって掲載された記録のあるものは､その印刷またはその複写。
　②　論文形式によって掲載された記録のないものは､その学術集会のプログラムまたは抄録集
などの該当部分を明示することのできる複写。
(2)の業績については､次のとおりとする。
　①　論文については､その別刷または雑誌名、著者､題名など必要事項を明示することのできる紙面の複写。
　②　著書については､分担執筆であるか否か､および筆頭著者かまたは編集､監修､翻訳などに携わったことなど､必要事項を明示することのできる目次などの複写。
(3)の航空医療に関するその他の業績については､次のとおりとする。
(1)研究発表、(2)論文があっても、(3)航空医療に関連するその他の業績は、必ず記載する。
医師以外の申請者（運航関係者等）の場合、(1)研究発表及び(2)論文がなくても、(3)航空医療に関連するその他の業績が十分ある場合には、評議員に選出される。
以上より、できるだけ、申請者の日本航空医療学会へのこれまでの貢献度が分かるように詳細に記載する。記載内容は、以下に大別して記載する。  
1  航空医療に関連する業務、例えば、消防・防災機関等における活動、航空機運送事業会社における活動(航空医療事業の企画・営業等の業務従事者、操縦士、整備士、運航管理・CS業務従事者等)、航空医療に関する調査・研究機関における調査・研究活動、航空医療用航空機・機器・設備 の設計・製造・販売等の会社における活動、その他これに準じる活動の状況・経験。 

② 航空医療に関するセミナー、講習会、訓練等の講師や受講、参加等の経験
③ 日本航空医療学会の役職（学会総会の会長、学会運営の担当、学会の運営・企画する委員会等の役職を含む）
④ その他の関連学会等での、航空医療に関する委員会等での役職
⑤ ドクターヘリ基地病院での役職、ドクターヘリの各地域での運営に関わる活動
⑥ その他、航空医療に関連すると考えられる活動
以上
